
　

日
頃
は
、
公
民
館
の
事
業
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
公
民
館
各
委
員
会
で
立

案
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
運
営
委
員

会
で
審
議
決
定
さ
れ
、
５
月
12
日
の

合
同
委
員
会
で
説
明
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。公
民
館
は
、地
区
の
人
々

が
地
区
の
様
々
な
課
題
を
「
自
分
ご

と
」
と
し
て
考
え
、
話
し
合
っ
て
解

平
成
30
年
度
里
山
辺
公
民
館
の

主
な
事
業
の
ご
案
内

◇
第
3
回
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

5
月
23
日（
水
）

◇
第
48
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
月
27
日（
日
）

◇
地
区
夏
ま
つ
り

7
月
27
日（
金
）

◇
第
14
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

8
月
21
日（
火
）

◇
第
65
回
野
球
・
排
球
大
会

8
月
26
日（
日
）

◇
第
63
回
地
区
大
運
動
会

10
月
14
日（
日
）

◇
第
44
回
地
区
文
化
祭
・

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

◇
第
62
回
卓
球
大
会
・

　
第
39
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
18
日（
日
）

◇
山
辺
地
区
立
志
式2

月
2
日（
土
）

※�

そ
の
他
の
各
種
講
座
や
事
業
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行

の
「
里
山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
民
館「
皆
さ
ん
が
主
役
」

人
の「
話わ

」と「
和わ

」と「
輪わ

」づ
く
り
を
　

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
各
種

証
明
の
申
請
窓
口
で
あ
る
出
張

所
、
住
民
の
自
由
な
学
び
の
場
で

あ
る
公
民
館
と
住
民
の
福
祉
の
拠

点
で
あ
る
福
祉
ひ
ろ
ば
が
協
力
し

合
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

南
部
図
書
館
か
ら
異
動
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

里
山
辺
地
区
の
皆
様
に
は
以
前

公
民
館
主
事
在
任
中
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
新
た
な

気
持
ち
で
、
山
辺
学
校
歴
史
民
俗

資
料
館
改
装
工
事
、
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
建
設
、
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
の
新
科
学
館
へ
の
整
備
事
業

等
に
も
係
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

育
休
か
ら
復
帰
い
た
し
ま
し

た
。
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

づ
く
り
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

神
林
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
よ
り
里
山
辺
へ
ま
い
り
ま
し

た
。
窓
口
担
当
で
す
の
で
、
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
足

を
運
び
や
す
い
出
張
所
、
公
民
館

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
主
事
の
赤
澤
亜
希
さ
ん

大
変
お
世
話
に

　
　
　
　な
り
ま
し
た

が
市
民
税
課
へ
異
動
、
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
の
中

村
徹
さ
ん
と
藤
原
育
未
さ
ん
が

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

センター長補佐

朝
あさくら

倉  一
か ず き

樹

主  任

丸
まるやま

山　知
と も よ

世

嘱託職員

本
ほ ん だ

田　奈
な お こ

輔子

決
を
見
い
出
す
生
涯
学
習
の
場
で
あ

り
ま
す
が
、地
域
文
化
を
学
ん
だ
り
、

健
康
増
進
を
図
っ
た
り
、
趣
味
の
世

界
を
広
げ
た
り
す
る
と
同
時
に
、
た

く
さ
ん
の
人
と
交
わ
り
「
話
」
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
区
の
「
和
」

と
「
輪
」
を
大
き
く
す
る
場
と
し
て

も
、大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

学
び
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
づ
く
り

と
と
も
に
、人
と
人
の「
話
」と「
和
」

と
「
輪
」
が
大
き
く

膨
ら
み
、
人
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

人
と
人
の
絆
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
昨
今
、
公
民
館
が

「
話
」「
和
」「
輪
」
の

拠
点
に
な
り
ま
す
よ

う
、
皆
様
の
お
力
添

え
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。里山

辺
公
民
館
長

多
田
　
健

平成２9 年度 里山辺公民館決算書 （単位：円）

項 目
地 区 分 担 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

決 算 額
140,669

30,000 
73,124 

548,827 
159,507 
131,000 
148,200 
148,794 
209,560 

81,610 
77,935
73,781

300,000 
2,123,007 

決 算 額
1,823,000

7
300,000

2,123,007

項 目
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
人権啓発事業費
委 員 報 酬
事 務 費
備 品 購 入 費
補 助 金・分 担 金
会 議 費
そ の 他
次 年 度 繰 越 金
合 計

平成 30 年度への繰越金　300,000 円

収入の部 支出の部
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世帯数：    5,298 戸
　男　：    5,838 人
　女　：    6,167 人
　計　：  12,005 人

平成30年5月1日現在



　

４
月
21
日
（
土
）、
入
里
山
辺
公

民
館
主
催
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
に
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
。
入

里
山
辺
エ
リ
ア
を
毎
年
交
互
に
散
策

す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
今
年
は
ど

ん
な
発
見
が
あ
る
か
な
？
ど
ん
な
風

景
に
出
会
え
る
の
か
な
？
と
楽
し
み

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

入
山
辺
公
民
館
を
出
発
し
て
薄
川

を
渡
り
橋
倉
地
区
、
こ
い
の
ぼ
り
が

出
迎
え
て
く
れ
た
山
辺
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
経
由
し
て
桐
原
地
区
あ
た
り
ま
で

の
約
五・
八
キ
ロ
を
ゆ
っ
く
り
の
ん

び
り
問
題
を
解
き
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
初
夏
の
よ
う
な
陽
気
の
中
、
残

雪
の
北
ア
ル
プ
ス
、
見
下
ろ
す
町
な

み
、
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
、
芝
ザ
ク

ラ
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
や
ま
ぶ
き
な

ど
色
々
な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

気
持
ち
よ
く
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

登
り
坂
は
疲
れ
ま
し
た
が
、
声
を
か

け
あ
い
頑
張
っ
て
歩
い
て
ゴ
ー
ル
す

る
と
、
今
年
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
優

勝
！
、
い
つ
か
は
入
賞
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

設
営
と
お
い
し
い
豚
汁
を
作
っ
て

下
さ
っ
た
役
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
江
　
悠
、
史
江
（
母
）

第
15
回
山
辺
の
郷

　健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
て

　

５
月
５
日
、
須
々
岐
水
神

社
お
船
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
豪
華
絢
爛
な
お
船

が
地
区
内
を
練
り
歩
き
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

矢
﨑
麗
子　

山
口
壽
男　

高
橋
典
子

中
嶋
幸
蔵　

本
木
善
子　

山
本　

茂

桑
島
直
昭　

百
瀬
公
子　

岩
原　

忍

佐
々
木
雅
実　

篠
田
洋
一　

布
野
芳
枝

 

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

多
田　

健

館
長
補
佐　
　

中
村　

誠

公
民
館
主
事　

石
川
和
也

嘱
託
職
員　
　

本
田
奈
輔
子

 

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
小
幡
泰
俊　

○
小
岩
井
登
嗣
治

田
村
八
宏　

藤
井
敬
善　

赤
羽
健
治

山
口
壽
男　

百
瀬
公
子　

山
本　

茂

加
藤
慎
介　

松
尾　

衛　

田
垣
元
敏

篠
田
洋
一　

久
保
田
一 

 

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉 ��

◎
松
尾　

衛
○
三
澤
進
一

���������

○
大
嶋
康
弘　

佐
分
祐
大　

梶
葉
利
行　

木
下
栄
治

品
田
尚
彦　

丸
山
克
之　

川
口
一
雄

舘
島　

豪　

服
部　

治　

蓑
島
太
郎

横
内
敏
之　

小
林
久
伸　

清
澤
英
雄

〈
町
内
〉　����

佐
藤
秀
俊　

升
田　

徹

木
戸
岡
毅
弘　

青
柳　

昇　

木
下
英
治

菊
池　

伸　

西
村　

篤　

二
木
利
貴

竹
野
入
俊
司　

宮
坂
知
足　

西
川
功
一

小
岩
井
健
司　

柳
澤
一
実　

新
井
宏
幸

井
口
方
宏　

百
瀬
和
男

〈
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉

奥
原
憲
祐　
竹
岡
和
美

 

◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉  �

◎
田
垣
元
敏
○
藤
岡
一
夫

白
木
基
善　

向
井
知
巳　

今
村
和
守

小
幡
富
貴
子　
根
津
と
し
子　

平　

貴
子

里
山
辺
公
民
館

町
会
・
各
役
員
他

◎
は
長��

○
は
副

 

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長
会

町
会
名
　    

町
会
長
　      

公
民
館
長

下
金
井
○
白
木
久
雄　

小
林
賢
一

新　

井
◎
田
村
八
宏
◎
赤
羽
健
治

湯
の
原　

木
下
晴
夫　

金
井
貞
徳

藤　

井　

藤
井
敬
善　

二
木
幹
男

上
金
井　

金
井
直
哉　

木
下
吉
弘

薄　

町
○
西
村
侊
哉　

古
畑
清
隆

兎
川
寺　

花
岡
久
雄　

須
澤
和
晴

荒　

町　

辻　

憲
一
○
上
條
健
二

西
荒
町　

桜
井
英
夫　

佐
藤
良
治

北
小
松　

丸
山
哲
弘　

百
瀬　

裕

西
小
松　

坪
田
利
文　

日
澤　

衛

南
小
松　

輿　

幸
男　

倉
田
佳
実

林　
　
　

武
田
善
徳　

横
山
金
生

美
里
町　

米
倉
千
博　

柴　

周
作

若
里
町　

平　

利
行　
清
澤
佐
代
子

小
松
町　

望
月
直
道
○
安
藤
善
朗

 
◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
篠
田
洋
一
○
佐
藤
修
子
○
小
澤
智
子

 

◇
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男
○
久
保
田
一
○
丸
山
周
司

 

◇
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉 ��

◎
久
保
田�
一
○
鈴
岡
潤
一

金
井
貞
徳　

金
子
綾
子　

二
木
幹
男

木
下
吉
弘　

山
後
寿
弘　

辻　

憲
一

桜
井
英
夫　

百
瀬　

裕　

日
澤　

衛

倉
田
清
志　

横
山
金
生　

柴　

周
作

片
瀬
雅
崇　

桐
原
和
夫

〈
各
種
団
体
〉
坪
田
利
文　

安
藤
善
朗

〈
町
内
〉　����

小
林
俊
之　
広
田
正
人

小
林
貴
代
子　
坂
下
正
彦　

金
井
一
哉

下
里
昌
彦　

武
井
則
幸　

米
山
文
香

大
嶋
康
弘　

水
澤
千
明　

小
林
路
子

忠
地
佳
貴　

柴
崎
玄
悟　

白
川
栄
治

山
崎
紀
子　
安
藤
磊
介 

 

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
千
野
三
千
代　

○
村
本
千
絵
美

重
田
美
子　

小
田
さ
お
り

東
城
日
出
子　

愛
瀬
三
枝

 

◇
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治　

○
金
井
順
子

花
岡
定
実　

木
下
雅
文　

米
山
文
香

白
川
元
子　
横
山
俊
作

わ
い
わ
い

カ
レ
ー

初
！！

　

ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
に
さ
そ
わ
れ

て
、
わ
い
わ
い
カ
レ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

始
め
は
、
あ
ま
り
き
ょ

う
味
が
な
か
っ
た
の
で
、

少
し
不
安
で
し
た
。

　

で
す
が
、
第
一
回
目

の
種
イ
モ
を
植
え
る
時
、

Ｊ
Ａ
の
方
に
イ
モ
の
品

種
、
植
え
方
な
ど
丁
ね
い

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
と
て
も
楽
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
の
楽
し
み
は
、
色
々
な

野
菜
の
育
て
方
を
学
ぶ
事
で
す
。
た

く
さ
ん
学
ん
で
、
た
く
さ
ん
野
菜
の

事
を
知
っ
て
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
を

作
り
た
い
で
す
。

山
辺
小
６
年　
大
武
　
宗
市
朗畑に種イモを植える様子

教育文化センター前に並ぶお船８艘
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